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平成 19年度外国語学部卒業論文

英語学科
　沖田　静子 Decentralization and Beyond in the Mountain West: 

Critical Analyses of Robert H. Nelson with Historical 

Cases of Anaconda Copper Company and the Sagebrush 

Rebellion

　菅　　浩之 The Acceptance of the American National Park Idea in 

the Postwar Japan

　谷村　圭治 Understanding Students’ Needs of English Based on 

Classrooms Observation and Questionnaries - The Case 

of Junior and Senior High School Students Taught by a 

Rookie Teacher Seeking for Effective Ways of Teaching 

Communication Skills-

　飯塚久仁子 『シッダールタ』における自己実現
　村上　淳美 Strategies used by a Japanese female leader to soften her 

directive speech

　安田　苑子 Another Revelation: A Cultural Analysis of Memoria by 

Alvin Ailey as a Black and Gay Artist

　小川　祐佳	 トレーディングの後に
	 —証券取引に関する処理業務—（卒業翻訳）
　大賀　優美	 ロイヤル　ハント　オブ　サン（卒業翻訳）

ドイツ語学科
　大野　貴久	 アドルノのポピュラー音楽論に対する批判的分析
	 —テクノミュージックを中心に—

　江尻　陽子	 日本における余暇の再構築
	 —余暇大国ドイツからの示唆—

　管　　真志	 18 世紀における中国とヨーロッパ
　菅野麻衣子	 『アンネの日記』その魅力とは
　髙橋　　裕	 ソルブ地域における観光力の分析と評価、及び今後の発

展への考察
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フランス語学科
　日比　貴子	 フランスのアフリカ植民地に対する言語政策
　国枝　　葉	 フランスの年金制度
　飯島　孝良	 ボオドレール　自己超出の快楽
	 —身のうき雲の風にまかせて—

イスパニア語学科
　片山千恵子 ムリーリョ〈ローマのサンタ・マリア・マッジョーレ聖

堂創建〉連作とサンタ・マリア・ラ・ブランカ聖堂〜セ
ビージャ市民に愛された理由〜

　桐村　泰佑 ¿Por qué Wal-Mart tuvo éxito en México?

　斉藤　　恵 今日のメキシコ農村におけるマイクロファイナンスの役
割〜ミクロバンコを事例として〜

　宇野万里穂 La gastronomía mexicana

　徳山　　静 El machismo hoy - a través del cine mexicano

ロシア語学科
　渡　　彰太	 A・ベールイの手法
	 —そのアヴァンギャルド性について—

　徳永はるか	 振付家Ｇ . バランシンのスタイルに内在するＭ . プティパ
の要素について

　井野口陽祐	 ヴェリミール・フレーブニコフと宮沢賢治
	 —両者の詩篇における呪術的効果—

　石井　佳奈	 チェーホフの『桜の園』における登場人物のかみ合わな
い会話とその背景

　正木　奈緒	 帝政ロシアにおける大学組織の変遷
　佐藤　貴之	 不安のネオリアリズム
	 —『われら』における新しい散文の要素—
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ポルトガル語学科
　香田亜希子	 日本社会におけるサンバカーニバルの意義
	 −群馬県大泉町と静岡県浜松市のサンバカーニバルを考

察して−
　楠　　薫里	 ブラジル大型犯罪組織首都第一コマンド（PCC）による

サンパウロ襲撃事件。事件の特異性から治安と社会の関
連を考察する。

　増山　　球	 日系ブラジル人が地方行政を変える
	 —群馬県大泉町の多文化共生の試み—

萩原　　幸	 在日ブラジル人の子弟と日本の教育
	 —セミリンガル問題と多文化に開かれた教育への課題—

　太田　　奏	 ブラジルとインドの初等教育政策
	 —BRICsとして発展する 2国の課題—

　竹内　悠子	 グローバル化・新自由主義とデカセギ・ブラジル人の教
育　—埼玉県本庄市・上里町を例に—

言語学副専攻
　桜庭　理沙 Effective Pedagogy for Japanese EFL Learners:Task-

Based Language Teaching

　船木　啓志 Obervation and analysis toward peer-feedback in a 

SEL-Hi school

　鈴木　麻那 A Practicable Framework for Content-based Instruction 

in English Education at Secondary Schools in Japan 

　須賀　瑛子 ドイツ語におけるＶ 2現象の基本問題
　杉浦　香織 音韻修復—消えた音声の修復と言語的要因の考察—

　山浦　志栄 ドイツ語と日本語の連体修飾節の比較
	 —｢ という ｣節の考察—

国際関係副専攻
　煤賀　　愛	 宗教的人権から見た人間の安全保障
　伊藤　宏司	 Multilateral Security Efforts Revisited: Its Relevance 

for Japan’s Foreign Policy toward the Asia-Pacific
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　岡本　郁子	 英ブレア政権と「第三の道」
　岩堀　　晋	 冷戦後の米中関係と中国脅威論
　田中　佑美	 ダルフール戦争
	 ―永続的平和を実現するための和平プロセスとは―
　木下　真希	 環境税導入成功への主要な政治要因とは何か
　橘　　靖子	 「異質なるもの」の接触：ドイツにおける排外暴力の盛衰

とそのメカニズム
　金子　はな	 フランス移民二世における社会的不平等とその政策的対

応
　熊坂　　恵	 教育におけるヨーロッパ化
	 —欧州統合によるフランスの外国語教育政策の変化—

　中野　陽子	 ＥＵの東方拡大の気候変動政治への影響
	 ―オルソンの集合行為論を応用して―
　小野寺由貴	 外交政策としての対アフリカＯＤＡ政策の日仏比較
　吉田　貴弘	 パラグアイの大豆生産と対外競争力
	 —非遺伝子組換え大豆輸出の可能性―
　浅野　寛子	 The birth of Uchimura Kanzo’s thought on Modernity, 

and it’s meaning on the contemporary world.

　全　　京和	 国際協調主義と国内優先主義を決めるもの
　亀山　隼人	 経済発展と政治発展の多国間比較：1976 年から 2006 年

まで
　山口　茉奈	 ケーララ・モデルの歴史と可能性
	 —ジェンダーという視点からの人間開発—
　古川　一菜	 美の形成における社会文化的要因—ＮＹメトロポリタン

美術館・金沢 21 世紀美術館・東京国立博物館の国際比較
　菊地さとみ	 2007 年中国人民解放軍による人工衛星破壊実験が米国に

与えたインパクト
　佐久間綾子	 タイの貧困者運動	—居住権獲得をめざして—

　水藤万衣子	 Where is Food Going?

　石崎　　彩 アジア通貨危機が貧困者に与えた影響—タイを事例に—

　片桐　美穂 9・11以降における日本の安全保障制策と政府による視
野拡大の必要性
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　西村　高穂	 ハワイのテロリズムに対する安全保障問題　楽園の悲劇
の可能性と安全政策

　清水　千夏	 ユダヤにとってのイスラエル—ユダヤ人が戦争を続ける
エネルギーはどこから来るのか—

　白石　　萌	 働くことと生きること
	 —ワークシェアリングの持つ可能性—
　松谷　友美	 心のありよう	―戦後日本人の対米感情を探る―
　宮崎裕梨子	 多国籍企業のＣＳＲにおける発展途上国の不在
	 —企業と私たちの変革を目指して—
　渋江　恭子	 民主化の成功の鍵	―マリ共和国の民主化を事例に―
　山田和歌子	 アフリカの紛争と天然資源
　水越　苑子	 国連ＰＫＯが紛争解決に有効に働くには
	 —内戦・政権を持たない地域の場合—
　吉木　せり	 揺れる女性—グローバリゼーションがもたらしたフェミ

ニンイメージの変換—
　愛須　麻美	 地雷問題解消への可能性と限界	―地雷廃絶運動の道―

アジア文化副専攻
　澤田　一恵	 イスラム庭園における水と植物の役割
　笠原　尚喜	 ベトナムにおけるドイモイ政策と合作社の協同組合化
	 ―市場主義経済と協同組合―
　伊豫田敏広	 マルチ･スズキ･インディア･リミテッドの今後
　髙山　舞美	 走り続けるタイ社会
　秋山　文香	 中東の観光文化に見られる ｢イスラーム」と人々の暮らし
　渡部　沙織	 援助は誰のものか―開発援助が被害住民を生み出す構造

と、オルタナティブなアプローチに関する考察―
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平成 19年度修士論文一覧

外国語学研究科
言語学専攻
　工藤ジュディ	 幼児期・児童期における叙述能力の分析と評価の試み：

絵画図版を使用した言語理解課題と表出課題
　剌田　昌信 An Analysis of Dative Subject Constructions in 

Japanese

　藤井　里美 Factors Affecting Japanese EFL High School Students’

Awareness in a Classroom Setting

　長谷川靖英 １語発話期から２語発話期の子どもにおける音節量の発
達の特徴 —母親のモデル発話と子どもの即時模倣を対象
とした事例による観察より—

　林　健太郎 Japanese Copular Sentence Structures with the 

Copula“da”and “de-ar-u”

　Hernández Hernández Santiago Esteban Listening Comprehension 

of  Subt i t led Videos and 

Anxiety in Spanish Learners, a 

Qualitative Study

　平井さよ子 The awareness of Japanese learners of English In case 

of postvocalic/r/

　星野　光子 Investigating What Students Learn in a Classroom：A 

Case of Pre-service Teacher Training Course

　市橋　義孝 Generative Approach to Second Language Acquisition 

of the obligatoriness of objects by Japanese Speakers 

of English：Grammar vs. Lexicon asymmetry in L1 

transfer

　居村　啓子 Children’s Gestalt and Analytic Perception of Lexical 

Chunks；—A Study of Japanese EFL Learners—

　浅田　裕子 On the “Non-Argument” to Clause Construction in 

Japanese

　丸山　有香 BRIDGING THE GAP BETWEEN RECEPTIVE 
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AND PRODUCTIVE VOCABULARY KNOWLEDGE 

THROUGH EXTENSIVE READING 

　増田斐那子 Perception and Production of consonant clusters in 

Japanese-English bilingual and Japanese monolingual 

speakers 

　松本恵美子 A TOEFL iBT Preparation Course in Japan-A Baseline 

Study Investigating What Teachers Teach and What 

Learners Learn in the Course

　中尾　照代 Cohesion and Coherence in Writing Samples of 

Japanese High School EFL Students 

 —Implications for Developing Objective Criteria for 

Writing Assessment—

　小川真梨絵 Perception of Word Stress by Native Japanese 

Speakers and Native English Speakers 

　大井川朋彦 DISCRIMINATION DE /l/-/r/EN FRANÇAIS ET 

EN ANGLAIS CHEZ LES AUDITEURS NATIFS 

JAPONOPHONES

　長田　恵理 Examining the Characteristics of Early EFL Instructions 

in Japan—A Case of Three Elementary Schools

　シュロズブリー美樹 Fluency and Use of Lexicalised Language 

among Native and Non-native Speakers of 

English

　若命　祐子 A task-supported syllabus for Japanese junior high 

school students

　髙野　正恵 The Impact of Teacher Feedback on English Writing：
Changes in Attitudes and Writing Skills among 

Japanese Junior High School Students

　上野　元基 Looking at Pragmatic transfer and the use of Apology 

in Returnee students
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グローバル・スタディーズ研究科
国際関係論専攻
　藤浦　圭司 「農民の権利」を守る国際的ルールの形成
　林　　佳華 台湾における「四大族群」と台湾人アイデンティティの

構築に関する一考察
　安藤　弘喜 「皇民化時代」における植民者たちの「台湾意識」
　稲田恵美子 プーチン政権下における連邦構成主体首長の「任命制」
 —その導入理由と目的について
　稲垣　宏明 クリントン政権のボスニア介入政策
　石田　絢子 ニュー・パブリック・マネジメント（NPM）に基づく
 国際機関の活動評価
　國武　　匠 農地改革における国外要因分析　
 —ボリビアを事例に
　牧村匠太郎 破綻国家からの難民は「難民」か—スーダン南北内戦か

ら見る難民の政治的迫害概念の再構築
　牧野　成正 東西対立の十字路
 —米軍政庁の土地政策と韓国農民の反発、1945-1948

　宮川　智子 ローマ教皇の認識変容と現代国際関係
　西澤　　敦 ヒマラヤ越え空輸作戦
 —アメリカによる対中軍事援助の実相、1942〜 45年
　堤　　一直 72〜 74年の日韓関係悪化の再検証
 —日本の対韓直接投資増大という視点から
　山本　　洋	 児童虐待防止制度における意思決定過程の日英比較
　米澤　三晃	 ポストアパルトヘイトの南アフリカ共和国
	 —草の根運動の可能性

地域研究専攻
　相川　洋介	 エジプトにおける貧困と労働・雇用環境との因果関係
	 —中小・零細企業政策開発プロジェクト（SMEPol）の

考察から—

　林　　瑞穂	 ブラジル産業の内生的発展
	 —蔗糖・アルコール（エタノール）産業からの一考察—
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　池上真理子	 クーイの民族誌における製鉄業
	 —アンコール朝の製鉄産業復元に向けての民族考古学的

試論—

　片岡　未来	 東ティモールにおける「国民形成」と言語政策
	 —憲法制定過程の公用語・国民語採択に関する一考察—

　小村　明子	 日本のイスラーム史における日本人ムスリムの変容
	 —戦前、戦後、及び現在—

　溝渕　正季	 レバノン・シーア派の社会変動とヒズブッラーの誕生に
関する政治社会学的分析—動員への潜勢力、政治的機会
構造、革命イデオロギー—

　小川　菜絵	 サリナス政権期・メキシコにおける「多文化性」
	 —小学校無償歴史教科書の分析を中心に—

　高橋　伶奈	 港市国家チャンパと海上交易
	 —ヴィジャヤ時代における経済基盤の一考察—

　谷口　友希	 日本とメキシコにおける死生観の比較
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平成 19年度博士論文一覧

外国語学研究科
言語学専攻
　小林　志帆	 幼児の読み能力へのイマージェント・リテラシー・スキ

ルと認知言語的課題の影響
　平井　沢子 口蓋裂を伴う Treacher Collins症候群患者の構音障害と

頭蓋顎顔面の形態

国際関係論専攻
　尾尻　希和 脱スルタン支配型体制の比較分析　ニカラグア、パナマ、

ドミニカ共和国
　北川　将之 インドの貧困層女性ともう一つの民主化
 —ベンガルール農村の事例分析
　権　　香淑 エスニック・マイノリティの自己統治に関する研究：
 東北アジアにおける＜朝鮮族＞の移動とネットワーク形成を事例に

地域研究専攻　
　福武慎太郎 ティモール南テトゥン社会の民族誌
 ─紛争、難民、和解に関する人類学的考察─
　渡会　　環 グローバル化時代における文化のハイブリッド化
 ─ブラジル日系社会にみる「YOSAKOIソーラン」の受

容と変容過程を事例に─
　BASNET PUJAN NGOs Involvement in providing Non-formal 

Education as a Strategy for Social Development: 

their Partnership with Government and Local 

NGOs in Nepal

　SOM  VISOTH CULTURAL HERITAGE MANAGEMENT: 

 Conservation of Cultural Heritage Related to 

the Community Development Society of Banteay 

Chhmar monument and Site (Cambodia Banteay 

Meanchey Province)
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